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奥日光清流清湖フォトコンテスト2017　日光市長特別賞
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「住宅用太陽光発電システム設置費補助金」終了のお知らせ
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屋外喫煙防止重点区域図 屋外喫煙防止重点区域

今市駅周辺～下今市駅周辺
「日光市中心市街地活性化基本計画」におけ
る中心市街地の区域

日光駅～神橋～田母沢御用邸
日光駅から神橋までの国道119号、
神橋から田母沢御用邸までの国道120号
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日光駅周辺
日光駅から東武日光駅までの駅周辺

湯西川温泉街
湯西川小中学校から湯西川温泉街を
一周できる県道249号線

杉並木遊歩道
上今市駅から野口までの旧道散策道
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え
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に

で
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と
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。
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た
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を
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湯ノ湖や中禅寺湖、それらをつなぐ湯川を含む奥
日光水域は、季節ごとに多種多様な自然景観を形
成し、その清らかな水はわたしたちにさまざまな
恵みややすらぎを与えてくれます。
このような奥日光の自然の恵みと美しい水環境を将
来にわたって守り続けていくために、国、栃木県、
日光市などが「奥日光清流清湖保全協議会」を設立
し、奥日光地域の水質保全活動に取り組んでいます。
平成３０年１１月１３日（火）に、協議会主催の「湯
ノ湖水草コカナダモ刈取り及び湖畔清掃」を実施
しました。コカナダモは湯ノ湖に生息する外来種

の水草で、春から秋にかけて栄養塩類（窒素やり
ん等）を吸収して成長します。成長が止まった後
のコカナダモを刈り取ることで、湯ノ湖の富栄養
化を防ぎ、水質保全につなげることができます。
この活動は毎年実施しており、今年も地域住民の
方やボランティアなど、９７名の多くの方に御協
力をいただき、コカナダモの刈取りや湯ノ湖畔の
清掃活動を行いました。このような皆さまの長年
にわたる地道な活動に支えられて、奥日光の豊か
な水環境は守られています。
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病害虫防除を目的とするあぜ道等の枯れ草焼却は、焼却禁止規
定の例外に該当するとされています。水田で発生する病害虫につい
ては、抵抗性品種の作付、育苗箱への薬剤施用、草刈り、秋耕等の
防除方法を、１年を通して組み合わせることによって発生を抑制す
ることが可能です。

☆法律では軽微な焼却は例外としていますが、周辺住民からの
苦情が起こる場合には、直ちに中止していただきます。
☆焼却を行う場合、事故防止のためݸਓͰͳ͘৫ஂମ
Ͱͷڞಉۀ࡞ͱ࣮͍ͯͩͯ͘͠͞͠ࢪ。また、消防署へ「火
災と紛らわしい煙又は火災を発するおそれのある行為の
届出」の提出をお願いいたします。
※消防署への届出は、火災予防上、焼却行為を事前に確認するた
めに届出をするものです。「廃棄物処理法」の焼却行為の許
可を得たことにはなりません。

日光市にはたくさんの湧水があり、昔から自然の恵みとして大切に利用してきました。特に今市地域は、
日光連山を源にする扇状地であるため多くの湧水地があり、様々な生きものを育み人々の暮らしの支えと
なっています。
このような中、市では扇状地の豊かな自然環境を守っていくため、現在２７名の湧水ボランティアの方々
に湧水地の調査をお願いしております。 
豊かな自然とふれあいながら、水との共存について考え、一緒に活動してみませんか。

活動内容：湧水地調査（水温・湧出量・動植物観察などを年４回）、研修会、交流会
募集対象：湧水に興味がある健康な方で自動車を保有し運転できる方
申 込 み：環境課へ電話申込み

湧水ボランティアを募集します

奥日光地域水質保全活動
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営農上、やむを得ないものとして焼却を行う場合
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※手漕ぎボートから錨（いかり）を投げ入れ、湖底のコカナダモを刈り取って引き上げます。
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湯ノ湖や中禅寺湖、それらをつなぐ湯川を含む奥
日光水域は、季節ごとに多種多様な自然景観を形
成し、その清らかな水はわたしたちにさまざまな
恵みややすらぎを与えてくれます。
このような奥日光の自然の恵みと美しい水環境を将
来にわたって守り続けていくために、国、栃木県、
日光市などが「奥日光清流清湖保全協議会」を設立
し、奥日光地域の水質保全活動に取り組んでいます。
平成３０年１１月１３日（火）に、協議会主催の「湯
ノ湖水草コカナダモ刈取り及び湖畔清掃」を実施
しました。コカナダモは湯ノ湖に生息する外来種

の水草で、春から秋にかけて栄養塩類（窒素やり
ん等）を吸収して成長します。成長が止まった後
のコカナダモを刈り取ることで、湯ノ湖の富栄養
化を防ぎ、水質保全につなげることができます。
この活動は毎年実施しており、今年も地域住民の
方やボランティアなど、９７名の多くの方に御協
力をいただき、コカナダモの刈取りや湯ノ湖畔の
清掃活動を行いました。このような皆さまの長年
にわたる地道な活動に支えられて、奥日光の豊か
な水環境は守られています。
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※消防署への届出は、火災予防上、焼却行為を事前に確認するた
めに届出をするものです。「廃棄物処理法」の焼却行為の許
可を得たことにはなりません。

日光市にはたくさんの湧水があり、昔から自然の恵みとして大切に利用してきました。特に今市地域は、
日光連山を源にする扇状地であるため多くの湧水地があり、様々な生きものを育み人々の暮らしの支えと
なっています。
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年
末
年
始
、ご
み
収
集
及
び
受
け
入
れ
の
お
知
ら
せ
！

残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

「
と
ち
ぎ
食
べ
き
り

１５（
い
ち
ご
）運
動
」

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ

て
し
ま
う
食
べ
物
を
、「
食
品
ロ
ス
」

と
言
い
ま
す
。食
品
ロ
ス
は
、全
国
で

年
間
約
632
万
t
発
生
す
る
と
言
わ

れ
、こ
の
量
は
、1,600
万
人
の
１
年
間
の

食
事
量
に
相
当
し
ま
す
。

栃
木
県
で
は
、食
品
ロ
ス
が
多
く

発
生
す
る
宴
会
の
開
始
後
・
終
了
前

1
5
分
は
、自
席
で
料
理
を
お
い
し

く
い
た
だ
く「
食
べ
き
り
１５（
い
ち

ご
）タ
イ
ム
」と
し
、食
品
ロ
ス
の
削

減
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
、宴
会
の

多
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、「
も
っ

た
い
な
い
」の
気
持
ち
を
大
切
に
、ぜ

ひ
、「
と
ち
ぎ
食
べ
き
り
１５
運
動
」へ

の
参
加
を

お
願
い
し

ま
す
！

年末年始のごみ収集

 １２月２９日㈯まで

 １月４日㈮から

（１２月 30 日～１月３日まで休業）

年末

年始

•
ご
み
の
量
が
多
い
場
合
、
収
集
時
間
に

遅
れ
が
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

•
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
を
行
わ
な
い
期

間
中
に
、
月
１
回
収
集
し
て
い
る
不
燃

ご
み
の
収
集
日
が
あ
た
る
自
治
会
は
、

表
１
の
と
お
り
収
集
日
を
変
更
し
て
収

集
し
ま
す
。

•
大
掃
除
な
ど
で
大
量
に
ご
み
が
出
る

場
合
は
、
施
設
に
直
接
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。
受
入
先
と
受
入
日
時
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。

地域

今市

不燃

不燃

全種

大渡、町谷、轟、芹沼 １月１日㈫

１月２日㈬

１月３日㈭

１月３日㈭

１月３日㈭

１月２日㈬

１月４日㈮

１月11日㈮

１月10日㈭

１月９日㈬

１月１０日㈭

１月１０日㈭

清原町、清原町２丁目、高畑、高百、小百

鶏頂山

湯西川上、今淵、石上、西川、湯平、川戸、仲内

藤原

栗山

自治会名

受入日時受入先

クリーンセンター
（可燃）

(℡２２－７７６２)

リサイクルセンター
（不燃・資源・粗大）
(℡２１－７２２１)

種別 変更前 変更後

大沢町第１、大沢町第２、水無、大室、根室、山口、
上猪倉※、猪倉新町、杉の木台、猪倉北町、
山口二丁目、新栄郷第一
※上猪倉は、収集日の異なるステーションがあり
ます。利用するステーションの看板を確認する
か、廃棄物対策課へお問い合わせください

12月29日(土)まで：午前9時～午後4時30分
12月31日(月)：午前9時～正午まで
※30日(日)・1月1日（火）～1月3日(木)は全
日休業

大原、松原、大原市営住宅、自由ヶ丘、冨士ケ丘、
自由ヶ丘市営住宅

年
末
年
始
の
ご
み
受
け
入
れ

表１

表2

印刷には環境にやさしい植物油
インキを使用しております。

リサイクル適性
この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。

A




